
●
は
じ
め
に

社
会
主
義
体
制
の
消
滅
は
、
信
用
供
与
と
開
発

援
助
の
停
止
と
い
う
形
で
キ
ュ
ー
バ
の
対
外
部
門

全
般
に
深
刻
な
影
響
を
も
た
ら
し
た
。
同
時
に
、

キ
ュ
ー
バ
経
済
が
組
み
込
ま
れ
て
い
た
外
部
環
境

は
消
失
し
、
国
内
で
は
新
た
な
戦
略
の
模
索
と
深

刻
な
経
済
的
困
難
の
時
期
が
始
ま
っ
た
。

一
九
九
○
年
代
初
め
の
キ
ュ
ー
バ
の
社
会
経
済

状
況
は
極
め
て
厳
し
い
も
の
だ
っ
た
。
一
九
九
○

年
代
当
初
か
ら
、
キ
ュ
ー
バ
政
府
は
、
負
担
を
可

能
な
限
り
よ
り
平
等
に
配
分
し
な
が
ら
基
本
的
な

社
会
経
済
バ
ラ
ン
ス
の
回
復
を
試
み
た
が
、
外
需

が
不
十
分
な
た
め
に
、
失
業
が
深
刻
に
な
り
、
工

業
部
門
の
国
営
企
業
の
閉
鎖
が
相
次
い
だ
。
他
方
、

キ
ュ
ー
バ
は
配
給
物
資
の
欠
乏
に
悩
ま
さ
れ
、
国

民
は
食
料
、
燃
料
な
ど
の
生
活
必
需
品
や
外
貨
獲

得
源
を
自
ら
調
達
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
た
。
こ
の

よ
う
な
状
況
は
生
産
活
動
を
ほ
ぼ
完
全
に
麻
痺
さ

せ
た
。
そ
の
結
果
、
国
民
総
生
産
（
Ｇ
Ｎ
Ｐ
）
は

一
九
八
九
年
か
ら
一
九
九
四
年
に
か
け
て
大
幅
に

減
少
し
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
で
、
輸
出
部
門
は
こ
れ

ま
で
以
上
に
戦
略
的
な
重
要
性
を
増
し
た
。
キ
ュ

ー
バ
経
済
の
実
態
的
財
政
能
力
が
ほ
ぼ
全
面
的
に

輸
出
部
門
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
依
存
し
始
め
た

か
ら
で
あ
る
。
輸
出
部
門
の
重
要
性
は
、
キ
ュ
ー

バ
の
潜
在
力
の
活
用
を
促
し
、
危
機
的
事
態
へ
の

対
応
策
に
つ
い
て
、
真
剣
な
調
査
と
分
析
が
行
わ

れ
た
。

「
特
別
期
間
」（Special Period

）
と
名
付
け

ら
れ
た
緊
急
国
家
計
画
が
策
定
さ
れ
、
一
九
九
○

年
か
ら
一
九
九
三
年
に
か
け
て
、
一
連
の
改
革
が

実
施
さ
れ
た
。
こ
の
計
画
の
主
た
る
目
標
は
、
利

用
可
能
な
限
ら
れ
た
資
源
を
平
等
に
配
分
す
る
こ

と
、
最
短
期
間
で
国
外
資
源
を
獲
得
す
る
こ
と
を

可
能
に
す
る
よ
う
な
対
外
開
放
政
策
を
促
進
す
る

こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
期
間
の
最
も
重
要
な
戦
略

的
要
素
が
、
国
内
経
済
活
性
化
と
キ
ュ
ー
バ
経
済

の
対
外
開
放
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

経
済
開
放
は
、
外
国
投
資
の
促
進
と
開
放
、
対

外
貿
易
の
再
構
築
、
国
際
観
光
の
迅
速
な
発
展
を

手
始
め
に
実
行
さ
れ
た
。
一
方
、
一
九
九
四
年
以

降
に
キ
ュ
ー
バ
が
直
面
し
た
最
大
の
難
題
の
ひ
と

つ
は
、
不
安
定
な
輸
出
環
境
だ
っ
た
。
社
会
主
義

圏
諸
国
と
の
関
係
が
消
滅
し
た
直
後
の
輸
出
部
門

へ
の
影
響
は
い
ま
だ
に
残
っ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、

輸
出
部
門
の
視
点
か
ら
グ
ロ
ー
バ
ル
な
情
勢
の
考

察
を
含
め
、
一
九
九
○
年
代
に
お
け
る
キ
ュ
ー
バ

の
輸
出
部
門
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

●
対
外
部
門
が
経
験
し
た
変
化

一
九
九
三
年
を
基
点
と
す
る
経
済
的
転
換
が
新

た
な
技
術
的
、
経
済
的
、
組
織
的
パ
ラ
ダ
イ
ム
の

基
礎
を
作
り
出
し
た
。
一
九
九
○
年
代
に
は
、
国

家
お
よ
び
経
営
組
織
の
大
幅
な
変
化
が
も
た
ら
さ

れ
た
。
こ
の
変
化
は
国
家
組
織
の
合
理
化
と
経
済

の
分
権
化
、
そ
し
て
世
界
経
済
へ
の
適
応
を
支
援

す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
経
営
改
革
プ
ロ
セ
ス
の
本

質
的
特
徴
は
次
の
諸
点
に
あ
る
。
①
企
業
経
営
に

お
け
る
最
大
限
の
自
主
性
。
②
経
営
組
織
の
改
善

と
人
員
削
減
を
通
じ
た
経
営
コ
ス
ト
の
最
小
化
。

③
研
究
と
生
産
活
動
の
連
携
強
化
と
自
己
資
金
調

達
原
則
の
徹
底
。
④
中
央
機
関
が
執
行
し
て
い
た

諸
機
能
の
企
業
経
営
シ
ス
テ
ム
へ
の
移
管
。

一
九
九
○
年
代
に
は
企
業
設
立
の
プ
ロ
セ
ス
が

開
始
さ
れ
、
輸
出
拡
大
、
キ
ュ
ー
バ
経
済
の
海
外

市
場
へ
の
参
画
増
大
を
実
現
す
る
た
め
の
措
置
が

導
入
さ
れ
た
。
対
外
貿
易
部
門
に
お
け
る
改
革
の

内
容
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
①
対
外
経
済

運
営
の
分
権
化
。
こ
の
プ
ロ
セ
ス
は
一
九
九
二
年

七
月
の
憲
法
改
正
で
法
的
に
明
記
さ
れ
た
。
こ
の

キ
ュ
ー
バ
に
お
け
る
国
家
輸
出
戦
略
の
展
開

特集／キューバ政治・経済の現状
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決
定
に
従
い
、
現
在
で
は
国
営
企
業
、
民
間
企
業
、

合
弁
企
業
な
ど
、
輸
出
入
業
務
、
商
業
協
定
締
結

の
法
的
資
格
を
持
つ
も
の
は
対
外
経
済
活
動
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
。
②
対
外
貿
易
省
（
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｃ

Ｅ
Ｘ
）
の
再
編
成
。
一
方
で
、
同
省
の
一
部
部
局

を
生
産
的
組
織
に
移
管
し
て
、
国
際
通
商
業
務
を

直
接
的
に
執
行
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、

規
制
・
監
督
機
能
の
改
善
、
質
の
向
上
、
輸
出
イ

ン
フ
ラ
の
増
強
を
図
っ
た
。
③
対
外
貿
易
イ
ン
フ

ラ
の
改
善
と
最
新
化
。
④
潜
在
力
、
コ
ス
ト
を
考

慮
し
た
う
え
で
、
貿
易
の
相
手
国
や
対
象
商
品
の

再
設
定
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
キ
ュ
ー

バ
経
済
の
比
較
優
位
の
再
評
価
。
観
光
開
発
や
医

薬
お
よ
び
ワ
ク
チ
ン
の
生
産
を
通
じ
て
、
輸
出
を

多
様
化
す
る
た
め
の
条
件
の
創
出
。
⑤
輸
出
振
興

に
向
け
た
総
合
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
実
現
す
る
た
め

の
条
件
の
創
出
。
⑥
外
国
投
資
の
取
り
扱
い
の
た

め
の
新
た
な
法
的
枠
組
み
の
整
備
。
⑦
キ
ュ
ー
バ

国
内
の
一
定
地
域
を
対
象
に
し
た
、
経
済
特
区
開

設
の
可
能
性
の
検
討
。
⑧
キ
ュ
ー
バ
経
済
の
対
外

部
門
に
影
響
を
及
ぼ
す
国
家
機
関
の
活
動
の
調
整

お
よ
び
権
限
の
明
確
化
。
⑨
関
税
関
係
法
制
の
改

定
。

●
一
九
九
○
年
代
に
お
け
る
輸
出
部
門

の
展
開

キ
ュ
ー
バ
の
輸
出
は
欧
州
社
会
主
義
圏
の
消
滅

の
影
響
と
そ
れ
に
伴
う
経
済
的
変
化
に
よ
っ
て
大

き
な
打
撃
を
受
け
た
。
そ
の
後
、
輸
出
は
ア
ジ
ア

通
貨
危
機
と
石
油
製
品
価
格
上
昇
の
影
響
も
受
け

た
。
そ
の
た
め
一
九
九
五
〜
二
○
○
○
年
の
国
内

総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
平
均
成
長
率
が
四
・
八
％
だ

っ
た
の
に
対
し
て
、
輸
出
の
伸
び
率
は
平
均
二
・

一
％
だ
っ
た
。
輸
出
実
績
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
た

も
う
一
つ
の
要
因
は
、
主
要
輸
出
品
目
の
価
格
が

不
安
定
だ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

輸
出
量
拡
大
の
最
大
の
対
象
は
依
然
、
伝
統
的

な
品
目
に
集
中
し
て
い
る
が
、
医
薬
品
、
電
子
関

連
、
鉱
物
資
源
、
農
業
な
ど
の
分
野
に
お
い
て
は

非
伝
統
的
な
品
目
も
輸
出
実
績
を
上
げ
て
い
る
。

以
下
、
部
門
ご
と
に
見
て
い
こ
う
。

①
砂
糖
産
業
。
一
九
九
八
年
に
砂
糖
産
業
は
次

の
よ
う
な
一
連
の
リ
ス
ト
ラ
措
置
を
開
始
し
た
。

農
業
と
砂
糖
産
業
の
関
係
の
大
幅
な
変
更
、
新
た

な
環
境
へ
の
経
営
シ
ス
テ
ム
の
調
整
、
商
務
・
財

務
管
理
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
近
代
化
、
人
材
活
用
の
適

正
化
、
効
率
性
の
大
幅
向
上
、
生
産
能
力
の
漸
進

的
拡
大
、
素
材
イ
ン
フ
ラ
と
既
存
の
潜
在
生
産
能

力
を
最
大
限
に
活
用
す
る
条
件
の
創
出
な
ど
で
あ

る
。輸

出
の
戦
略
的
計
画
の
ひ
と
つ
は
、
強
化
ビ
タ

ミ
ン
、
ア
モ
ル
フ
ァ
ス
（
非
晶
質
）、
液
糖
な
ど

の
各
種
砂
糖
お
よ
び
副
産
物
を
国
際
商
品
化
し
、

砂
糖
製
品
を
多
様
化
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に

並
行
し
て
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
標
準
の
導
入
と
サ
ー
ビ
ス
収

入
の
増
大
の
可
能
性
の
検
討
が
開
始
さ
れ
た
。
砂

糖
産
業
の
再
編
に
よ
り
、
副
産
物
産
業
の
回
復
が

見
ら
れ
た
。
粗
糖
の
国
際
価
格
の
低
迷
傾
向
の
中

で
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
の
副
産
物
の
生
産
の
回
復
は
、

短
期
的
に
は
持
続
可
能
な
代
替
策
と
な
る
。
サ
ト

ウ
キ
ビ
副
産
物
産
業
の
回
復
は
戦
略
的
重
要
性
も

持
ち
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
繊
維
か
ら
作
ら
れ
る
ト
ラ
ッ

シ
ュ
ボ
ー
ド
、
ア
ル
コ
ー
ル
、
糖
蜜
の
生
産
に
お

い
て
最
も
重
要
な
成
果
が
得
ら
れ
た
。

一
九
九
○
年
代
初
め
、
政
府
は
副
産
物
生
産
の

促
進
を
優
先
事
項
の
ひ
と
つ
に
掲
げ
た
。
副
産
物

が
輸
入
代
替
の
役
割
を
果
た
し
、
ま
た
、
医
薬
品

生
産
の
原
料
と
な
る
可
能
性
が
あ
っ
た
ほ
か
、
一

部
の
ケ
ー
ス
で
は
、
医
薬
品
産
業
と
バ
イ
オ
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
の
開
発
計
画
に
直
接
関
連
し
た
か
ら
で

あ
る
。
さ
ら
に
、
キ
ュ
ー
バ
国
内
の
専
門
家
が
開

発
し
た
多
く
の
技
術
の
最
大
限
の
活
用
を
実
現
す

る
こ
と
が
図
ら
れ
た
。

②
基
礎
産
業
。
基
礎
産
業
を
外
国
か
ら
の
投
資

に
積
極
的
に
開
放
し
た
こ
と
は
、
輸
出
お
よ
び
そ

れ
を
統
轄
す
る
諸
部
門
の
国
際
化
に
お
い
て
重
要

な
役
割
を
果
た
し
た
。

（ i ）
ニ
ッ
ケ
ル
。
ニ
ッ
ケ
ル
産
業
は
一
九
九
○
年

代
に
生
産
、
技
術
、
組
織
の
面
で
大
き
な
転
換
を

経
験
し
、
こ
れ
が
同
産
業
の
重
要
な
質
的
向
上
と

生
産
急
増
を
も
た
ら
し
、
そ
の
影
響
は
キ
ュ
ー
バ

経
済
全
体
に
波
及
し
た
。
ニ
ッ
ケ
ル
工
場
は
合
わ

せ
て
年
産
七
万
ト
ン
の
生
産
能
力
を
有
し
て
い
る
。

コ
バ
ル
ト
埋
蔵
量
は
世
界
全
体
の
約
二
六
％
を
占

め
、
そ
の
量
は
世
界
二
位
で
あ
る
。

ニ
ッ
ケ
ル
産
業
の
変
化
の
背
景
に
は
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
シ
ス
テ
ム
の
改
善
、
技
術
人
員
の
経
営

訓
練
、
生
産
増
加
策
の
実
施
、
産
業
部
門
の
イ
ン

フ
ラ
改
善
な
ど
が
あ
っ
た
。
一
方
、
商
業
組
織
が

再
編
さ
れ
、
カ
リ
ビ
ア
ン
・
ニ
ッ
ケ
ル
商
社

（C
om

m
ercial C

aribbean N
ickel C

orp.

）
が
設

立
さ
れ
た
。
同
社
は
本
拠
を
バ
ハ
マ
に
置
き
、
外

国
企
業
と
の
契
約
締
結
の
増
加
、
お
よ
び
一
体
的
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な
輸
出
増
大
へ
の
支
援
を
そ
の
業
務
と
す
る
も
の

で
あ
る
（
表
１
参
照
）。
ク
ー
バ
ニ
ッ
ケ
ル
（C

u-

baniquel

）
と
称
す
る
輸
出
会
社
も
設
立
さ
れ
、

ニ
ッ
ケ
ル
部
門
に
組
み
入
れ
ら
れ
た
。

こ
れ
ら
一
連
の
措
置
を
実
行
し
た
結
果
、
ニ
ッ

ケ
ル
産
業
は
一
九
九
五
年
か
ら
持
続
的
な
回
復
を

始
め
た
。
一
九
九
六
年
に
は
こ
れ
ま
で
に
記
録
し

た
生
産
量
を
上
回
り
始
め
、
一
九
九
七
年
以
降
は

年
間
六
万
ト
ン
を
超
え
る
水
準
で
安
定
し
た
。
エ

ネ
ル
ギ
ー
消
費
、
鉱
業
関
連
の
法
制
、
経
済
的
効

率
性
の
顕
著
な
改
善
が
伴
っ
た
こ
と
で
、
こ
の
よ

う
な
実
績
が
持
続
的
に
達
成
さ
れ
た
こ
と
を
指
摘

し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

ペ
ド
ロ
・
グ
ロ
ー
ブ
・
ア
ル
バ
（Pedro 

G
rove A

lba

）
工
場
（
現
モ
ア
・
ニ
ッ
ケ
ル
〔M

oa 

N
ickel

〕）
は
平
均
し
て
ニ
ッ
ケ
ル
生
産
一
ト
ン
当

た
り
一
二
ト
ン
か
ら
一
五
ト
ン
の
石
油
を
消
費
す

る
が
、
こ
れ
は
世
界
で
最
も
効
率
性
の
高
い
工
場

の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
近
年
の
技
術
面
お
よ
び
エ
ネ

ル
ギ
ー
使
用
法
の
革
新
に
よ
り
、
炭
化
水
素
（
石

油
）
の
消
費
量
を
五
○
％
以
上
削
減
す
る
こ
と
が

可
能
に
な
っ
た
。
同
時
に
、
一
九
九
九
年
以
降
は

生
産
量
が
既
存
生
産
能
力
を
上
回
り
、
こ
れ
ま
で

実
行
不
可
能
と
考
え
ら
れ
て
い
た
実
績
を
達
成
し

た
。
今
後
の
生
産
予
測
で
は
、
年
間
一
○
万
ト
ン

前
後
の
安
定
的
生
産
水
準
を
目
指
す
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。

近
年
の
ニ
ッ
ケ
ル
産
業
の
近
代
化
の
結
果
、
よ

り
付
加
価
値
の
高
い
製
品
の
生
産
が
安
定
化
し
た
。

酸
化
ニ
ッ
ケ
ル
、
ニ
ッ
ケ
ル
粉
の
生
産
は
事
実
上

停
止
さ
れ
、
代
わ
っ
て
、
ニ
ッ
ケ
ル
含
有
量
九
○

％
の
焼
結
鉱
品
（
シ
ン
タ
ー
）、
濃
縮
硫
黄
（
ニ

ッ
ケ
ル
一
七
％
、
コ
バ
ル
ト
六
％
）、
ニ
ッ
ケ
ル

・
コ
ン
セ
ン
ト
レ
ー
ト
（
ニ
ッ
ケ
ル
五
五
％
、
コ

バ
ル
ト
四
％
）
が
主
流
と
な
っ
た
。

カ
ナ
ダ
の
シ
ェ
リ
ッ
ト
社
と
の
既
存
の
契
約
に

よ
り
、
キ
ュ
ー
バ
は
少
数
の
コ
バ
ル
ト
生
産
国
グ

ル
ー
プ
の
一
員
に
な
っ
て
お
り
、
基
礎
産
業
省
に

よ
る
と
、
キ
ュ
ー
バ
は
世
界
の
コ
バ
ル
ト
生
産
の

一
○
分
の
一
を
占
め
る
。
工
場
に
関
連
施
設
を
増

設
す
る
こ
と
で
コ
バ
ル
ト
の
生
産
お
よ
び
輸
出
の

増
加
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。
関
連
施
設
の
建
設
に

よ
り
、
ア
ン
モ
ニ
ア
浸
出
法
を
用
い
て
い
る
工
場

（
ニ
カ
ロ
お
よ
び
チ
ェ
ゲ
バ
ラ
）
で
は
年
間
二
○

○
○
ト
ン
超
の
生
産
が
可
能
と
な
り
、
モ
ア
で
の

一
五
○
○
ト
ン
超
を
合
わ
せ
て
、
年
間
三
○
○
○

ト
ン
を
超
え
る
生
産
が
保
証
さ
れ
る
。

（ ii ）
石
油
産
業
。
生
産
量
の
持
続
的
拡
大
に
よ
っ

て
、
石
油
産
業
は
最
近
の
経
済
の
展
開
の
中
で
よ

り
大
き
な
相
乗
効
果
を
持
つ
分
野
の
ひ
と
つ
に
な

っ
た
。
現
在
、
石
油
産
業
は
キ
ュ
ー
バ
経
済
の
い

く
つ
か
の
戦
略
的
分
野
の
燃
料
需
要
の
重
要
な
一

部
を
満
た
し
て
い
る
。
ま
た
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
エ

ネ
ル
ギ
ー
・
バ
ラ
ン
ス
に
対
す
る
比
率
の
増
大
に

よ
っ
て
、
二
○
○
○
年
の
石
油
価
格
上
昇
の
一
部

を
相
殺
し
た
。
二
○
○
○
年
の
原
油
生
産
量
は
二

七
○
万
ト
ン
に
増
加
、
こ
れ
に
伴
い
天
然
ガ
ス
の

使
用
量
は
五
億
五
○
○
○
万
立
方
メ
ー
ト
ル
超
と

な
っ
た
。

過
去
一
○
年
間
の
生
産
量
を
見
る
と
、
現
在
の

実
績
は
予
測
を
超
え
て
い
る
。
現
行
計
画
期
間
で

あ
る
二
○
○
○
〜
二
○
○
五
年
に
つ
い
て
見
る
と
、

年
ご
と
の
内
訳
は
、
二
○
○
一
年
の
約
四
○
○
万

ト
ン
か
ら
二
○
○
五
年
の
六
○
○
万
ト
ン
に
増
加

す
る
と
見
込
ま
れ
る
。

キ
ュ
ー
バ
の
原
油
生
産
か
ら
国
内
で
の
販
売
ま

で
を
担
当
す
る
国
営
キ
ュ
ー
バ
石
油
公
社
（C

u-

pet

）
は
、
最
新
掘
削
機
を
購
入
し
、
天
然
ガ
ス

を
顧
客
ま
で
運
ぶ
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
網
を
建
設
し
て
、

こ
の
目
標
達
成
の
た
め
の
諸
条
件
を
創
出
し
て
い

る
。
五
年
と
い
う
短
期
間
で
、
燃
料
の
輸
入
代
替

効
果
は
全
体
で
約
三
○
億
ド
ル
に
達
す
る
可
能
性

が
あ
る
。

品目／年 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000

砂糖 79.7 75.9 68.6 60.3 53.9 50.3 52.5 46.6 39.6 31.8 27.0

ニッケル 6.5 5.5 12.0 11.3 14.7 21.7 22.6 22.9 22.6 27.1 34.0

その他の伝統的品目 10.7 17.6 17.8 27.2 25.4 24.0 19.9 20.2 24.6 26.2 17.0

新規分野の産品 3.1 1.0 1.6 1.2 6.0 4.0 5.0 10.3 13.2 14.9 22.0

表１ 輸出全体に占めるニッケル輸出の比率（1990─2000 年） （％）

（出所）国家統計局。1998 年から 2000 年までは、同局のデータに基づき、筆者作成。
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火
力
発
電
に
お
け
る
国
産
原
油
の
使
用
比
率
は

二
○
○
一
年
の
七
○
％
か
ら
二
○
○
二
年
に
は
九

○
％
に
増
加
し
た
。
二
○
○
二
年
に
は
原
油
生
産

は
初
め
て
四
一
○
万
ト
ン
に
達
し
、
二
○
％
増
と

な
っ
た
。
こ
れ
は
各
社
に
よ
る
掘
削
活
動
と
油
井

開
発
の
効
率
性
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
二
○
○
一

年
の
生
産
増
加
幅
（
七
五
万
ト
ン
）
は
一
○
年
前

の
年
間
生
産
量
に
相
当
す
る
。
二
○
○
二
年
に
は
、

困
難
な
経
済
情
勢
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
生
産
上
の

課
題
を
す
べ
て
克
服
し
、
効
率
性
指
標
も
計
画
を

上
回
っ
た
。
原
油
生
産
の
拡
大
に
伴
い
、
二
○
○

二
年
に
は
発
電
の
九
二
％
、
セ
メ
ン
ト
生
産
の
全

量
、
石
油
精
製
の
ほ
ぼ
二
○
％
を
賄
っ
た
。
こ
の

ほ
か
、
全
国
の
石
油
消
費
量
の
半
分
を
賄
っ
た
。

石
油
産
業
は
最
近
、
副
産
物
の
輸
出
増
加
と
い

う
成
果
も
挙
げ
て
い
る
。
一
九
九
○
年
に
は
副
産

物
の
輸
出
は
三
八
○
○
万
ペ
ソ
を
超
え
て
い
た
が
、

そ
の
後
は
減
少
し
、
原
油
の
再
輸
出
の
廃
止
の
結

果
、
ま
っ
た
く
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
国
内
原

油
生
産
を
基
に
、
副
産
物
の
輸
出
は
一
九
九
六
年

に
再
開
さ
れ
た
。
基
礎
工
業
省
の
戦
略
的
計
画
に

も
原
油
副
産
物
の
輸
出
増
加
が
含
ま
れ
て
い
る
。

同
省
は
、
よ
り
良
い
技
術
を
用
い
て
国
内
需
要
お

よ
び
増
加
が
予
想
さ
れ
る
国
際
的
需
要
に
対
応
す

る
た
め
に
、
新
た
な
石
油
精
製
施
設
の
建
設
を
開

始
す
る
予
定
で
あ
る
。

③
食
品
産
業
。
国
家
食
品
省
（
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｌ
）

の
一
九
九
○
年
代
の
輸
出
実
績
は
極
め
て
重
要
な

も
の
だ
っ
た
。
仏
企
業
ペ
ル
ノ
ー
・
リ
カ
ー
ル

（Pernot R
icard

）
と
締
結
し
た
ラ
ム
酒
の
国
際

取
引
（
輸
出
）
契
約
が
こ
う
し
た
実
績
を
挙
げ
る

上
で
決
定
的
な
要
因
と
な
っ
た
。
ラ
ム
酒
の
輸
出

収
入
は
一
九
九
六
年
の
一
二
○
○
万
ド
ル
か
ら
二

○
○
一
年
に
は
四
一
○
○
万
ド
ル
超
ま
で
増
加
し

た
。
食
料
公
社
（
Ｃ
Ｏ
Ｒ
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ａ
）
の
活
動
も

食
品
部
門
の
輸
出
拡
大
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し

た
。
同
庁
は
外
資
系
企
業
と
の
提
携
関
係
を
促
進

し
た
ほ
か
、
食
品
産
業
の
各
種
商
品
の
輸
出
市
場

の
選
定
に
も
貢
献
し
た
。

④
生
物
医
薬
品
産
業
。
近
年
、
製
薬
お
よ
び
バ

イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
（
生
命
工
学
）
産
業
の
発
展

が
国
家
の
優
先
事
項
で
あ
り
、
国
は
重
要
な
資
源

を
研
究
お
よ
び
生
産
に
投
資
し
て
い
る
。
キ
ュ
ー

バ
の
同
部
門
に
は
、
製
薬
会
社
が
一
五
社
、
貿
易

会
社
一
社
、
販
売
会
社
一
社
の
ほ
か
、
医
薬
研
究

開
発
セ
ン
タ
ー
（C

enter of R
esearch and D

e-

velopm
ent of M

edicines

）
が
あ
る
。
同
産
業
で

は
現
在
、
七
○
○
○
人
以
上
が
雇
用
さ
れ
て
い
る
。

キ
ュ
ー
バ
の
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
進
歩
に
は

目
を
見
張
る
も
の
が
あ
る
。
最
初
の
成
果
で
あ
る

ナ
チ
ュ
ラ
ル
・
ア
ル
フ
ァ
・
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン

を
生
み
出
し
た
小
さ
な
実
験
室
が
二
○
年
も
経
た

な
い
う
ち
に
、
Ｂ
型
肝
炎
の
ワ
ク
チ
ン
を
生
産
す

る
近
代
的
施
設
へ
と
発
展
し
た
。

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
と
モ
ノ
ク
ロ
ー
ナ
ル
抗
体

の
生
産
が
キ
ュ
ー
バ
の
医
薬
品
産
業
に
新
た
な
時

代
を
も
た
ら
し
た
。
現
在
、
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
を
活
用
し
た
製
品
を
生
産
、
取
引
し
て
い
る
セ

ン
タ
ー
は
数
カ
所
あ
る
。
こ
の
新
世
代
の
企
業
を

代
表
す
る
ひ
と
つ
が
一
九
九
一
年
に
設
立
さ
れ
た

ヒ
ー
バ
ー
・
バ
イ
オ
テ
ィ
ッ
ク
（H

eber B
iotic

）

社
で
あ
る
。
同
社
は
遺
伝
子
工
学
・
バ
イ
オ
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
研
究
所
（C

enter of G
enetic E

ngi-

neering and B
iotechnology

）
お
よ
び
生
物
学
研

究
所
（C

enter of B
iological R

esearch

）
が
開
発

し
た
製
品
を
商
品
化
し
て
い
る
。
ヒ
ー
バ
ー
・
バ

イ
オ
テ
ィ
ッ
ク
社
は
一
六
○
種
類
以
上
の
製
品
を

生
産
し
て
い
る
。
ワ
ク
チ
ン
、
天
然
イ
ン
タ
ー
フ

ェ
ロ
ン
、
遺
伝
子
技
術
に
よ
る
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ

ン
、
Ｅ
Ｌ
Ｉ
Ｓ
Ａ
（
酵
素
免
疫
測
定
法
）
シ
ス
テ

ム
に
基
づ
く
エ
イ
ズ
（
後
天
性
免
疫
不
全
症
候

群
）・
Ｃ
型
肝
炎
・
そ
の
他
の
病
気
の
試
薬
お
よ

び
診
断
シ
ス
テ
ム
、
工
業
用
酵
素
、
モ
ノ
ク
ロ
ー

ナ
ル
抗
体
、
な
ど
が
あ
る
。
同
社
の
医
薬
品
は
三

○
カ
国
以
上
に
輸
出
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
フ
ィ
ン
ラ
イ
研
究
所
（Finlay Insti-

tute

）
は
一
九
九
一
年
か
ら
ワ
ク
チ
ン
と
血
清
の

研
究
を
行
っ
て
い
る
。
同
研
究
所
は
米
州
保
健
機

構
（Pan A

m
erican H

ealth O
rganization

＝

Ｐ

Ａ
Ｈ
Ｏ
）
の
地
域
ワ
ク
チ
ン
普
及
シ
ス
テ
ム
、
世

界
保
健
機
構
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）、
米
州
保
健
機
構
の
児

童
ワ
ク
チ
ン
接
種
普
及
計
画
諮
問
委
員
会
（A

dvi-

sory C
om

m
ittee of the Program

 of Initiative of 

the Vaccine of the C
hildhood

）、
国
連
児
童
基
金

（
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
Ｆ
）
な
ど
に
参
加
し
て
い
る
。
ま

た
、
近
代
的
な
生
産
工
場
四
カ
所
、
品
質
管
理
セ

ン
タ
ー
、
調
査
研
究
地
区
四
カ
所
、
研
究
開
発
セ

ン
タ
ー
を
所
有
し
て
い
る
。

そ
の
他
の
研
究
所
や
民
間
企
業
に
は
製
薬
業
界

向
け
に
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
製
品
を
供
給
す
る

も
の
が
多
い
。
国
立
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
製
品

研
究
所
、
生
物
学
関
連
公
社
（B

iocen

）、
ダ
ル

マ
ー
製
薬
会
社
な
ど
で
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
下
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げ
る
効
果
が
あ
る
ポ
リ
コ
サ
ノ
ー
ル
、
Ｐ
Ｐ
Ｇ
ア

テ
ロ
ミ
ク
ソ
ル
（aterom

ixol

）
の
販
売
を
行
っ

て
い
る
。

生
物
製
薬
会
社
と
ラ
ビ
オ
フ
ァ
ム
（Labio-

fam

）
社
は
獣
医
薬
を
専
門
と
し
て
い
る
。
生
ワ

ク
チ
ン
、
血
清
、
免
疫
グ
ロ
ブ
リ
ン
、
抗
原
性
薬

剤
、
タ
ン
パ
ク
質
副
産
物
な
ど
を
開
発
、
い
く
つ

か
の
動
物
種
に
つ
い
て
、
病
気
の
診
断
手
法
も
開

発
し
て
い
る
。
ラ
ビ
オ
フ
ァ
ム
社
は
ブ
ラ
ジ
ル
企

業
と
同
国
ベ
ロ
オ
リ
ゾ
ン
テ
州
お
よ
び
リ
オ
グ
ラ

ン
デ
・
ド
・
ス
ル
州
で
の
ワ
ク
チ
ン
生
産
契
約
を

締
結
、
中
国
、
ベ
ル
ギ
ー
、
グ
ア
テ
マ
ラ
、
ウ
ガ

ン
ダ
な
ど
に
業
務
拡
大
を
計
画
し
て
い
る
。

貿
易
に
化
学
・
医
薬
品
が
加
わ
っ
た
こ
と
で
キ

ュ
ー
バ
の
輸
出
の
伝
統
的
な
構
成
に
質
的
変
化
が

も
た
ら
さ
れ
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
は
高
度
先
端
技

術
分
野
、
世
界
の
科
学
技
術
の
進
歩
の
趨
勢
に
つ

な
が
る
商
品
で
あ
る
。
輸
出
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る

収
入
に
つ
い
て
は
、
こ
の
分
野
で
世
界
市
場
へ
の

参
入
が
困
難
に
な
っ
て
き
て
い
る
事
実
や
、
キ
ュ

ー
バ
に
対
す
る
米
国
の
経
済
封
鎖
に
起
因
す
る
様

々
な
障
害
を
考
慮
す
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
の
成
果
に

は
特
筆
す
べ
き
も
の
が
あ
る
。
医
薬
品
の
輸
出
が

安
定
し
た
た
め
、
よ
り
積
極
的
な
貿
易
戦
略
の
展

開
が
可
能
に
な
っ
た
。
こ
の
戦
略
に
含
ま
れ
て
い

る
項
目
は
、
外
国
に
輸
出
す
る
キ
ュ
ー
バ
製
品
の

品
目
数
拡
大
、
品
質
の
高
い
新
製
品
の
定
期
的
な

開
発
、
貿
易
に
関
す
る
外
国
企
業
と
の
提
携
関
係

締
結
、
よ
り
好
条
件
で
市
場
需
要
を
満
た
す
た
め

の
対
外
直
接
投
資
、
こ
の
分
野
で
プ
レ
ス
テ
ー
ジ

の
高
い
外
国
企
業
と
の
契
約
締
結
な
ど
で
あ
る
。

こ
の
分
野
の
躍
進
の
実
例
が
二
○
○
一
年
に
見
ら

れ
た
成
長
で
あ
る
。
遺
伝
子
工
学
研
究
所
の
輸
出

は
五
二
％
も
増
加
し
、
フ
ィ
ン
ラ
イ
研
究
所
の
輸

出
の
伸
び
は
六
○
％
を
超
え
た
。
こ
の
二
つ
の
研

究
所
は
生
物
医
薬
品
産
業
の
輸
出
に
お
い
て
決
定

的
な
重
要
性
を
持
っ
て
い
る
。

●
輸
出
振
興
政
策

輸
出
振
興
問
題
は
一
九
九
○
年
代
に
重
要
性
を

増
し
、
こ
の
時
期
の
対
外
貿
易
の
分
野
で
起
こ
っ

た
変
化
の
影
響
を
受
け
て
優
先
課
題
と
な
っ
た
。

輸
出
振
興
セ
ン
タ
ー
（C

enter of Prom
otion of 

E
xports

＝
Ｃ
Ｅ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
）
の
設
立
は
戦
略
的
な

重
要
性
を
持
っ
た
決
定
で
あ
っ
た
。
同
セ
ン
タ
ー

は
、
非
伝
統
的
品
目
の
輸
出
市
場
の
発
掘
、
世
界

貿
易
機
関
（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た

変
化
の
影
響
の
検
討
、
貿
易
分
野
の
専
門
家
の
育

成
・
訓
練
、
輸
出
活
動
で
実
績
を
挙
げ
た
企
業
の

奨
励
な
ど
を
行
っ
た
。

一
九
九
九
年
に
承
認
さ
れ
た
キ
ュ
ー
バ
輸
出
開

発
奨
励
計
画
（N

ational Program
 of Incentives 

for the D
evelopm

ent of the C
uban E

xports

＝
Ｐ

Ｎ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
）
は
、
輸
出
能
力
を
持
つ
が
単
独
で
は

輸
出
市
場
に
ア
ク
セ
ス
で
き
な
い
企
業
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、

①
輸
出
拡
大
を
目
的
と
し
た
新
た
な
融
資
制
度
の

創
設
、
②
輸
出
業
者
に
有
利
な
融
資
条
件
の
設
定
、

③
市
場
調
査
の
実
施
、
宣
伝
費
、
海
外
で
の
サ
ー

ビ
ス
調
達
、「
リ
ー
ス
」
活
動
な
ど
に
対
す
る
信

用
供
与
、
④
関
税
を
軽
減
し
、
輸
出
企
業
の
輸
入

に
は
関
税
免
除
の
恩
典
を
付
与
す
る
な
ど
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
、
⑤
付
加
価
値
が
高
い
輸
出
製
品
に
対
す

る
税
の
減
免
、
⑥
外
国
と
の
合
弁
会
社
設
立
や
国

際
的
提
携
の
実
施
前
に
厳
格
な
事
業
化
調
査
を
行

わ
せ
る
こ
と
、
な
ど
の
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

●
お
わ
り
に

キ
ュ
ー
バ
は
輸
出
に
関
し
て
大
き
な
可
能
性
を

有
し
て
お
り
、
こ
れ
を
さ
ら
に
開
発
、
発
展
さ
せ

て
い
く
必
要
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
政
策
に
は
国

内
生
産
の
品
質
お
よ
び
効
率
性
を
向
上
さ
せ
る
メ

カ
ニ
ズ
ム
の
創
出
が
含
ま
れ
る
。

一
九
九
○
年
代
末
に
対
外
関
係
に
お
い
て
発
生

し
た
多
く
の
変
化
に
よ
っ
て
、
危
機
克
服
の
た
め

の
一
連
の
措
置
が
促
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
措
置
に

よ
っ
て
キ
ュ
ー
バ
は
未
踏
の
道
に
踏
み
出
し
た
が
、

依
然
と
し
て
対
外
環
境
の
逆
境
、
特
に
キ
ュ
ー
バ

に
対
す
る
米
国
の
経
済
封
鎖
の
影
響
は
深
刻
で
あ

る
。
キ
ュ
ー
バ
が
か
つ
て
輸
入
代
替
政
策
を
取
っ

た
の
は
、
こ
の
経
済
封
鎖
へ
の
対
応
で
も
あ
っ
た
。

同
時
に
輸
入
代
替
政
策
は
、
キ
ュ
ー
バ
が
世
界
経

済
の
大
き
な
変
動
に
翻
弄
さ
れ
な
い
た
め
に
、
意

識
的
に
採
用
さ
れ
た
自
立
戦
略
で
も
あ
っ
た
。
だ

が
、
産
業
基
盤
が
整
い
、
強
化
さ
れ
る
に
つ
れ
て
、

将
来
的
に
は
輸
入
代
替
に
基
礎
を
置
い
た
政
策
か

ら
輸
出
振
興
主
導
の
政
策
へ
と
正
常
に
移
行
す
る

こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
新
た
な
シ
ナ

リ
オ
の
下
で
、
キ
ュ
ー
バ
が
世
界
経
済
の
中
で
新

た
な
飛
躍
を
遂
げ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

（
世 

界
経
済
研
究
所
国
際
金
融
部
第
一
副
部
長

／
監
修
＝
山
岡
加
奈
子
）
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